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１　問題意識と目的

心理臨床や心理教育的援助サービスに携
わり、言語的コミュニケーションと人間関
係を基礎にしたカウンセリングを行う専門
家、すなわちカウンセラー（以下、資格名
や呼称にかかわらず「カウンセラー」と表
記する）の専門性や資質の向上のために、
スーパービジョンは最も重要な役割を果た
している。しかしながら、筆者自身が自ら
の専門性や資質の研鑽のために、学会等の
セミナーや研修会のスーパービジョン・セ
ッションに参加したり、自らがスーパーバ
イザーとしてスーパービジョンを担当した
際に、さまざまな違和感を覚えたり、疑問
を感じてきたことも事実である。

筆者はかつて日本カウンセリング学会認
定カウンセラーのスーパーバイザー資格を
持っていたことがあり、現在は一般社団法
人学校心理士認定運営機構の学校心理士ス
ーパーバイザー、日本産業カウンセリング
学会のスーパーバイザーの資格認定を受け
ているが、後述する日本産業カウンセリン
グ学会のスーパーバイザー養成プログラム
の開発と訓練に関与し、自らがスーパーバ
イザーとしての認定を受け、さらにスーパ
ーバイザー・トレーナーとしての役割を担
うまでは、スーパーバイザーになるための
体系的な訓練を受けた経験はなかった。

しかしながら、いくつかの場で、スーパ
ービジョンをしてほしいとか、スーパーバ
イザーになるようにとの要請を受け、「ス
ーパーバイザーになるためのトレーニング

を受けていない者が、スーパービジョンを
担当してよいのか？」「自分が今ここで提
供している示唆や助言は、スーパービジョ
ンになっているのか？」などという懸念を
抱きつつも、その役割を担ってきたつもり
であった。

筆者がスーパーバイザーという名称によ
ってある活動を担ったのは、もう20年も前
のことになる。教育相談のスーパーバイザ
ーとして、大阪府下のいくつかの市の教育
委員会や教育相談室のスーパーバイザー引
き受けた。その中でも、教育相談室の相談
員、つまり教育相談に従事するカウンセラ
ーのスーパービジョンを担当したのはごく
わずかの市に限られ、それ以外の活動はコ
ンサルテーションが中心であり、児童生徒
への対応に苦慮されている担任教師や生徒
指導担当者、養護教諭、保護者、管理職ら
と今後の対応について協議しつつ、「これ
はスーパーバイザーの役割なのか？」とい
う疑問を抱きながらもそのような活動を行
ってきた。

また、10数名のメンバーで構成された事
例報告の場に助言者として招かれ、「これ
から、○○さんの担当した事例について、
グループ・スーパービジョンをお願いした
い」と要求されて戸惑ったことや、事例検
討を中心としたセミナーのセッションで
「スーパーバイザー」として紹介されたも
のの、事例提供者によるケースの概要につ
いての説明が終わった後に、当の事例提供
者から「このケースをどのように扱えばよ
かったか、スーパーバイザーとしてのアド
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バイスをお願いしたい」と注文されて困惑
したこともあった。

さらに、ある学会のスーパービジョン・
セッションに参加したところ、事例提供者
の詳細な事例報告が終わるや否や、そのセ
ッションであらかじめ指名されていた「ス
ーパーバイザー」が、自分がこのケースを
担当するカウンセラーであればという前提
で、「私ならこのように対応する」という
話題を延々と続け、そのセッションが時間
切れになった場面にも遭遇し、すでに終結
したケースの事例報告に対するコメントを
スーパービジョンだと錯覚している指導者
がいるということに驚いたこともあった。

あるいは「グループ・スーパービジョン」
とは名ばかりの「事例検討」のセッション
で、スーパーバイジーである初心の事例提
供者が、複数の参加者からの質問攻めに立
ち往生し、その見立てや対応の不適切さを
厳しく指摘されて意気消沈していく様子が
傍目にも見て取れるような、見るに忍びな
い、聞くにも堪えない場面に出会ったこと
も一度や二度ではない。

カウンセラーとしての訓練期にこのよう
な事態に遭遇し、「もう二度と事例提供者
にはなりたくない！」とか「スーパービジ
ョンを受けるのが怖い」などという不安や
恐怖を感じさせてしまうようなスーパービ
ジョンがまかり通っているとすれば、スー
パービジョン制度はあっても、実際にスー
パービジョンを受けた経験の極めて乏しい
カウンセラーを生み出すことにもなりかね
ない。最も悲劇的なことは、このような間
違ったスーパービジョンのあり方が継承さ
れたり、スーパービジョンの何たるかを知
らない指導者がさらに悪循環を生み出して
いくということである。

筆者は、このような違和感や疑問を経験
する中で、スーパーバイザーになるための
体系的な訓練を受ける機会もないまま、ス

ーパービジョンのあり方を模索し、試行錯
誤せざるを得なかった。また、カウンセラ
ーの専門性や資質の向上を図るための方法
は、スーパービジョンに限定されるわけで
はなく、事例検討・事例報告、事例研究、
ケース会議、コンサルテーションも有効な
方法であることは承知しているが、初期訓
練期にある大学院生や初心のカウンセラー
の指導において欠くことのできないスーパ
ービジョンについて、その枠組みも機能も
不明確なままであってはならないと考えて
いた。

このような葛藤を抱えた状況の中で、日
本産業カウンセリング学会がスーパーバイ
ザーの養成と資格認定を視野に入れた取り
組みを始めることになり、筆者はその養成
プログラムの開発に携わり、2009年度から
開始された「スーパーバイザー養成講座」
や、その後に継続して行われるスーパーバ
イザーの実習訓練（スーパーバイザー・ト
レーニング）の一端を担う機会を得た。ま
た、「スーパーバイザー養成講座」が開始
される直前の2008年10月には、日本産業カ
ウンセリング学会第13回大会の大会企画シ
ンポジウムⅡ「スーパービジョンによる専
門性の向上」の中で、「スーパービジョン
の機能とその発達」をテーマに話題提供を
する機会を得て、自らの実践を振り返って
整理することができた。

本論考では、日本におけるスーパービジ
ョンをめぐる混乱をあらためて認識するこ
とから出発し、スーパービジョンと事例検
討・事例報告、事例研究、ケース会議、コ
ンサルテーションとの異同を確認した上で、
スーパービジョンの機能とその発達につい
て論じ、産業カウンセリング学会における
スーパーバイザーの養成・訓練の内容と、
その際に基本とした「汎用性のあるスーパ
ービジョン・モデル」についても紹介したい。
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２　日本におけるスーパービジョンをめぐ
る混乱

日本におけるスーパービジョンについて
は、カウンセラーの養成とカウンセリング
の実践にかかわるさまざまな領域において、
思いがけない誤解や混乱を生じさせている。

平木（2012）によれば、日本において「多
くの心理臨床職の養成訓練をしている大学
院では、いまだにアメリカで工夫されてき
たようなスーパーヴィジョンの訓練を受け
たことがない指導者が、スーパーヴィジョ
ンを実施している。その前提には、スーパ
ーヴィジョンを受けた経験、あるいは臨床
実践経験があればスーパーヴィジョンがで
きるといった思い込みがあったと思われ
る」と指摘し、「多くの指導者がスーパー
ヴァイザー・トレーニングを受けていない
こと、とくに指導者たちが心理療法モデル
を超えたスーパーヴィジョン・モデルに開
かれていない」と述べ、カウンセリングを
受けた経験がカウンセリングの実践につな
がらないのと同様に、「スーパーヴィジョ
ンを受けた経験は必ずしもスーパーヴァイ
ザーの訓練モデルにはならない」という（平
木，2012）。

それにもかかわらず、「日本の大学のほ
とんどのスーパーヴァイザーは、やむを得
ず自分が受けたスーパーヴィジョン経験を
基に自分の創意工夫でスーパーヴィジョン
を行ってきた」という実態があり、「訓練
生に対するスーパーヴィジョンと現場のセ
ラピストに対するスーパーヴィジョンは異
なることに配慮を欠き、さらに、スーパー
ヴィジョン、カウンセリング、コンサルテ
ーションの区別が不明確なままで実践指導
をしている」という（平木，2012）。

さらに、平木（2012）は、「日本の大学
における心理臨床スーパーヴィジョンの現
実は、自身の理論モデルにこだわり、理論

モデルによるスーパーヴィジョンしかしな
いことを公言して、基礎訓練をしなかった
り、指導法に馴染まない訓練生に対して無
関心であったり、脅威を与えたりして、訓
練が十分に行き届かない指導者のケースに
出会うことは多い。また、コンサルテーシ
ョンをスーパーヴィジョンと呼んだり、ス
ーパーヴィジョンの中で訓練生の個人的な
問題や内面にまで踏み込んだ関わりをして
いる例もある。不適切で無責任な臨床家育
成や治療モデルと訓練モデルの混同などが
起こっているのである」と述べ、これから
の心理臨床スーパーヴィジョンにおいては、
「初心の訓練生に適用できる汎用性のある
スーパーヴィジョン・モデルをつくりあげ
ること」が必要であるという（平木，2012）。

また、三川（2010）が指摘したように、
スーパービションは、権威者からのコメン
トを期待した事例報告でも、質疑応答や意
見交換に終始する事例検討でも、専門家集
団による事例研究やケース・カンファレン
スでもない。スーパーバイジーの援助能力
を高めることを意図してはいるが、いわゆ
るコンサルテーションとも異なる。スーパ
ービジョンでは、スーパーバイザーとスー
パーバイジーの関係、スーパーバイジーの
期待やニーズ、その経験や力量の発達レベ
ル、取り上げられたケースの内容、スーパ
ービジョンの継続回数などに応じて、具体
的な指示や助言が多くなったり、支持的・
受容的なかかわりを強調したり、スーパー
バイジーの固有の専門性を尊重し、ほぼ対
等の関係でコンサルテーションを行うこと
もある。そして、スーパービジョンは、ス
ーパーバイザーとスーパーバイジーの関係
の中で発達するのである（三川，2010）。

また、スーパービジョンは、スーパーバ
イジーがカウンセラーとしての問題や課題
に自分で気づき、それに主体的に取り組み、
それを解決していくことができるようにす

第11号.indb   74 2015/03/19   13:55:49



追手門学院大学 地域支援心理研究センター紀要 第11号 2014

75－ －

るための継続的な援助関係である。したが
って、スーパーバイザーとスーパーバイジ
ーの間のスーパビジョン関係が形成されて
いないまま、初対面のスーパーバイザーと
スーパーバージ―とが、限られた時間の中
で「事例検討」を行い、スーパーバイザー
が自分の依拠する理論モデルに沿ってスー
パーバイジーの見立てや援助の問題点を一
方的に指摘したり、自分が担当者であった
とすればどのように対応するかについて教
示しても、スーパーバイジーが自分自身の
乗り越えるべき問題や課題を十分に認識し
ていない限り、そのようなコメントは功を
奏さず、スーパーバイザーの徒労に終わら
ないとも限らない。

しかしながら、このような「事例検討」
に終始するスーパービジョンまがいのセッ
ションがいかに多いことか。この問題性は、
カウンセリングのプロセスにおいて、クラ
イエントの困難や課題をカウンセラーが指
摘し、それを乗り越えるように指示や解決
策を一方的に提示しても、クライエントの
成長や発達につながらないどころか、逆効
果になる危険性があるということを考え合
わせてみれば、容易に想像がつくことであ
ろう。

３　スーパービジョンとその周辺－事例検
討やコンサルテーション等との異同

スーパービションは、権威者からのコメ
ントを期待した事例報告でも、質疑応答や
意見交換に終始する事例検討でも、専門家
集団による事例研究やケース・カンファレ
ンスでもなく、コンサルテーションとも異
なる。

まず、事例検討は、アセスメントや面接
等の記録をもとに作成された資料に沿って
意見交換し、その事例の見立てや援助方法
の有効性を検討することが中心となる。し
かしながら、すでに終結または中断によっ

て終了した事例について行われる事例報告
（case report）と、現在進行中の事例や当
該クライエントへの効果的な援助をめざし
て、見立てや援助方法の修正のほか、今後
の援助計画の見直しを視野に入れて、その
ケースの担当者および関係者が中心になっ
て行われる事例会議（case conference）と
は区別する。このほか、専門誌や研究機関
の紀要等に公開された事例報告を活用した
「事例検討会」が行われることもある。

これに対して、事例研究（case study）は、
個別事例の検討から一般性を導き出すこと
が重視されるが、典型的な事例を検討し、
共通するパターンを抽出して仮説を構成し
た上で、他の事例への適合性を検証してい
く作業を積み重ねて妥当性を確認し、独自
性と有効性のある理論モデルを構成するこ
とに主眼がおかれる。

因みに、学会誌等に公開される論文につ
いても、事例報告と事例研究とは区別され
ており、その一例として日本カウンセリン
グ学会の機関紙『カウンセリング研究』の
執筆要領（2013年４月１日改訂）における
「論文の区分」では、その目安として「ケ
ース研究欄にはカウンセリングの理論・技
法などの発展や人間理解の深化に寄与する
ような独自の工夫を伴った事例研究を掲載
する」とするのに対して、「ケース報告欄
には、個人・クループ・機関の問題を解決
する上でカウンセリングがどのように活用
されたか、その実証性を客観的に記載した
報告論文を掲載する」と記載されている。

これに対して、コンサルテーションと
は、異なる専門性や役割をもつ者同士が、
対等な関係を基礎にして、情報や素案を
提供し合い、コンサルティの問題解決や課
題遂行をサポートし、その援助能力を向
上させるプロセスをいう。三川（2005）
は、すでに「学校心理学の視点からみたコ
ンサルテーション」について述べたが、石
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隈（1999）は「異なった専門性や役割をも
つ者同士が子どもの問題状況について検討
し今後の援助のあり方について話し合うプ
ロセス（作戦会議）」と定義する。このほ
か、Dinkmeyer,Carlson,Dinkmeyer（1996）
は「コンサルテーションとは、情報や発想
を共有すること、コーディネイトすること、
観察を比較すること、意見交換の場を提供
すること、活動のための試案を発展させる
ことを含む」とし、Schmidt（1996）は、「コ
ンサルテーションとは、２人以上の関係に
おいて、目的を確認し、目標を設定し、そ
の目標に見合った戦略を計画し、これらの
戦略を運用するための責任を分担すること
である」と表現するように、コンサルテー
ションは、複数の担当者による役割と責任
の分担、共通理解と意見交換、活動のため
の試案や戦略を発展させることが中心とな
る。

４　スーパービジョンとは何か

三川（2010）は、「スーパービジョンとは、
専門性を共有しうる関係を基礎にして、ス
ーパーバイジーの専門性と資質の向上をめ
ざして行われる心理的・教育的サポート」
という定義を提案したが、平木（2008）に
よれば、スーパービジョンとは「監督訓練、
あるいは監督教育と呼ばれる専門家になる
ための実践的、具体的、直接的、個別的訓
練のことをいう」と定義され、その特徴と
して「専門領域の先輩から後輩に対して行
われること、継続的に一定期間、特定の指
導者によって続けられること、実践への評
価的介入であること」が指摘されている（平
木，2008）。 

また、平木（2012）は、Watkins（1997）
が指摘したSVに含まれる６つの要素を要
約して、「関係」「評価」「期間」「専門的機
能の向上」「専門職サービスの質のモニタ
ー」「門番（gatekeeper）」について述べ

ている。すなわち、スーパービジョンとは、
スーパーバイザーとスーパーバイジーの関
係が最優先される「学習同盟」であり、必
要な技法・スキル教授の媒介ができる関係
の上に成り立つ訓練であるとともに、「評
価」を伴い、スーパーバイジーの実績や実
践の長所・欠点に対するフィードバックを
受け、必要なスキル・機能について知らさ
れ、クライエントに対するケアがモニター
される。

スーパービジョンが一定期間継続される
のは、スーパーバイジーに学習と成長のプ
ロセスが起こる期間が必要であるからであ
り、その間に、異なったクライエントの経
験、カウンセリング・プロセスの体験、カ
ウンセリングの経過・結果の軌跡の経験、
異なった介入方法や技法が試みられること
になる。また、スーパービジョンは、専門
職としての機能、すなわち、概念化の能力、
介入、アセスメントなど、カウンセラーの
実践能力の有効性を高めるための援助であ
ると同時に、クライエントが受けているケ
アについてモニターし、カウンセリングの
質を注視して、そのレベルを一定に維持す
るとともに、提供されたサービスの責任は
スーパーバイザーが負うことになる。さら
に、門番（gatekeeper）としての役割には、
追加のスーパービジョンや訓練を指示した
り、個人セラピーを要求することがあるほ
か、スーパーバイジーが専門職に就くこと
の判断にも責任を持ち、訓練や準備が不十
分である場合には、その領域に参入するこ
とを制限することもある。

一方、スーパービジョンの基本モデルに
は、スーパーバイザーの役割と機能を折衷
的にまとめた「弁別モデル」、スーパービ
ジョンはスーパーバイジーの専門性の発達
に従って行われる必要があると考える「発
達モデル」のほか、スーパービジョン関係
を重視し、スーパービジョンと同時進行す
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る多重なレベルの関係をもメタ認知してス
ーパービジョン行おうとする「システム・
モデル」の３点にまとめて概観することが
できる（平木，2012）。

このうち、日本産業カウンセリング学会
のスーパーバイザー養成・訓練において拠
り所となった「汎用性のあるスーパービ
ジョン・モデル」は、Holloway（1995）に
よって提案されたシステム・モデル、す
な わ ちSAS（The　Systems  Approach to 
Supervision）である。この「SASモデル」は、
「スーパーヴァイジーの学習ニーズとスー
パーヴァイザーの教育的介入を体系的にア
セスメントするためのダイナミックなモデ
ル」であり、「異なった理論背景をもつス
ーパーヴァイザーや教育者などに共通言語
を提供した先駆的なものとして、広く注目
を集めている」（平木，2012）ものである。

図１に示されたように、「スーパーヴィ

ジョンの課題」、すなわちスーパーバイジ
ーの問題や改善すべき点が「カウンセリン
グ・スキル」「ケースの概念化」「専門的役
割」「情緒的気づき」「自己評価」の５点に
集約され、その課題や改善すべき点をスー
パーバイジ―が乗り越えられるようにする
ための「スーパーヴァイザーの機能」が、「モ
ニター・評価」「助言／指導」「モデリング」
「相談」「支持／分かち合い」の５つにま
とめられている。スーパーバイジーが取り
組む課題に対して、スーパーバイザーが介
入するとき、「カウンセリング・スキルに
ついて、スーパーバイザーはモデリングを
行った」とか、「ケースの概念化について、
スーパーバイザーが助言／指導を行った」
「スーパーバイジーの情緒的気づきを促す
ために、スーパーバイザーは支持／分かち
合いをした」などのように焦点化が図られ
ることになる。

＊）出典：平木典子 2012 心理臨床スーパーヴィジョン（金剛出版） Pp50-51.
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５　スーパービジョンの機能とその発達
１）スーパービジョンの機能

先に述べたように、スーパービジョンは
「専門性を共有し得る関係を基礎にして、
スーパーバイジーの専門性や資質の向上を
目指して行われる心理的・教育的サポー
ト」（三川，2010）として考えることができ
るが、本来はスーパービジョンと区別され
るべき事例検討・事例報告のほか、事例会
議やコンサルテーションがスーパービジョ
ンに付随して行われ、それらがスーパービ
ジョンに反映されてくるために混乱が起こ
っている。

この定義における「心理的・教育的サポ
ート」のうち、心理的サポートとは情緒的
サポートと表現することもできる。スーパ
ーバイジーは実際のケースを担当しなが
ら、不安や焦り、無力感、自尊心の傷つき
などを経験するが、そこにスーパーバイザ
ーがカウンセリング機能を活用して介入す
ることを指す。一方で、教育的サポートと
は、具体的な知識や情報の伝達のことであ
り、知識や情報が不十分なため、スーパー
バイジーは行き詰まりや苦戦を経験するこ
とがあるため、具体的な指示や助言を与
え、情報を提供し、倫理について教示した
り、対応の原則を示唆することがある。こ
のように心理的（あるいは情緒的）サポー
トと教育的なサポートが融合された形で行
われるのがスーパービジョンである。

その一方で、スーパービジョンとは区別
される事例検討・事例報告のほか、とくに
事例会議（ケース・カンファレンス）では、
その事例に直接的あるいは間接的にかかわ
りのある関係者、あるいはその事例の担当
者が、特定事例を取り上げ、理解や援助方
針の検討を目指すが、多くの場合には当該
クライエントへの効果的な援助のあり方が
優先的に討議され、スーパーバイジーの成
長につながるサポートに主眼が置かれてい

るわけではない。場合によっては、スーパ
ーバイジーの成長や発達を後まわしにして、
当該事例のクライエントの保護や利益を優
先しなければならない事態も起こりうる。

また、コンサルテーションも、コンサル
テーションを受けるコンサルティの問題解
決や課題遂行を援助し、最終的にはコンサ
ルティの援助能力を向上させることを目標
とするので、スーパービジョンと紛らわし
いが、スーパービジョンは「共通の専門性
や役割をもつ者同士で、上級者が行なう指
導・監督」であるのに対して、コンサルテ
ーションは必ずしも専門性を共有している
とは限らない。むしろ、異なる専門性・役
割をもつ者同士が、対等の関係を基礎にし
て、コンサルティの職業上・役割上の課題
に焦点を当て、それぞれの専門性を活かし
た配慮や工夫を、お互いをサポートするた
めに活用する。複数のメンバーが役割分担
して対応する「チーム支援」を基本とする
学校心理学の実践では、異なる専門性や役
割を持つ者同士が、お互いに固有の専門性
を認め合いながら、情報や素案を提供し合
うコンサルテーションがその取組の中心と
なっている。

図２は、カウンセリング、コンサルテー
ション、スーパービジョンの関係を図示し
たものであるが、「構造的援助」と表現し
たように、学校カウンセリングなどの心理
教育的援助サービスの過程では、この３つ
の機能が同時に進行し、コンサルタントが
コンサルテーションとスーパービジョンの
両方を担うこともある。ただし、コンサル
テーションおよびスーパービジョンは、カ
ウンセリングとは両立しない。コンサルタ
ントがカウンセラーを抜きにしてクライエ
ントのカウンセリングを担当することはな
く、スーパーバイザーがカウンセラーを越
えてクライエントにカウンセリングを行う
こともない。
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２）スーパービジョンを規定する要因
以上のようにスーパービジョンとは異な

る活動を明らかにしたうえで、スーパービ
ジョンを規定する要因を整理すると、表１
のようになる。

まず、固有の専門性を共有し得るかどう
かという点がスーパービジョンでは重要に
なる。スーパーバイザーとスーパーバイジ
ーとの間で、依拠するカウンセリングの理
論モデルが大きく異なり、共通理解を図る
ための概念が共有されていないと、本来は

スーパービジョンは行えないことになる。
次に、スーパーバイザーとスーパーバイ

ジーの関係であるが、表１に示した「タテ・
ナナメ・ヨコ」という言葉は、石隈（1999）
がコンサルテーションに伴う人間関係につ
いて記述した際に用いた表現を借りたもの
で、両者の関係のイメージである。継続的
に指導したことのある卒業生であるとか、
大学院で実際に講義や実習を通して指導を
行っている大学院生には、いわゆるタテの
関係の中でスーパービジョンを行うことと

【直接的援助としてのカウンセリング】

教師・保護者 援助要請

→ → →

カウンセラー カウンセリング

→ → →

児童・生徒

【間接的援助としてのコンサルテーション】

コンサルタント

学校心理士

援助要請

← ← ←

→ → →

コンサルテーション

コンサルティ

教師・保護者

（学校組織）

指導

→ → →

援助

児童・生徒

【構造的援助としてのコンサルテーション／スーパービジョン】

コンサルタント

学校心理士

→ → →

コンサルテーション

→ → →

カウンセリング

コンサルティ

教師・保護者

↓

スーパービジョン

↓

↓

指導・援助

↓

スーパーバイジー

学校カウンセリング担当者

児童・生徒

図２ カウンセリング・コンサルテーション・スーパーヴィジョンの関係（学校心理士を例に）
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なり、その関係がスーパービジョンの中に
も反映されることになる。ナナメの関係の
うち、「斜め下から」というのは、既にカ
ウンセラーとしての長年の経験があり、ス
ーパーバイザーから見て相当の力量がある
と思われる人からスーパービジョンを求め
られた場合、スーパーバイザーは、そのス
ーパーバイジーの経験や力量を尊重した上
でスーパービジョンを行うことがある。し
かしながら、経験があっても思いがけない
「落とし穴」が見えたり、このような視点
を取り入れるともっと効果的に機能できる
のではないかと思われる場合には、教育的
に情報を提供したり、指示的に伝えるなど、
「斜め上から」指導的に援助するといった
関係が考えられる。ヨコの関係というのは、
まさに対等の関係でそれぞれの専門性を意
識した上でのスーパービジョンであるので、
コンサルテーションに近くなる。このよう
なタテの関係、「斜め上から」あるいは「斜
め下から」の関係、対等なヨコの関係とい
うイメージを手がかりに、スーパーバイザ
ーとスーパーバイジーとの関係を絶えず意
識し、必要に応じて調整していかなければ
ならないというのがスーパービジョン関係
である。

また、この関係はスーパービジョンの発
展とともに変化する。例えば、最初のうち

はタテ関係で、スーパーバイザーの方から
指導することが多く、情報や知識を伝達し
たり、教えるという役割を担わなければな
らないが、時間の経過とともに、スーパー
バイジーが経験を積み、力量を高めてくる
と、ナナメの関係、あるいは対等なヨコ
の関係を意識したスーパービジョンになる。
固定化されたスーパービジョン関係が何年
にもわたって継続されるわけではないので、
以前のタテ関係を、ナナメの関係あるいは
ヨコの関係に切り替えるということを意識
する必要がある。

さらに、スーパーバイジーのニーズや期
待をスーパーバイザーがどれだけ把握して
いるかということも大きな要因である。あ
る場合には、スーパーバイジーは知識や情
報を得ることが目的であったり、自分の苦
戦や苦労、もどかしさ、やりきれなさ、不
安など、自分ではうまく処理しきれない感
情を受け止めてくれるような情緒的サポー
トの提供者としてスーパーバイザーを見る
場合もあるかもしれない。

あるいは、自分自身がいま担当している
ケースや、既に終結したケースでも、それ
が第三者的に見てどうだったのか、もっと
改善すべき点がないか、評価的サポートを
求めてスーパービジョンを求める場合もあ
る。情緒的なサポートと評価的サポートが

表１ スーパービジョンを規定する要因

A 固有の専門性 （スーパーバイザーとスーパーバイジーが専門性を共有しうるか）

B スーパーバイザーとスーパーバイジーの関係 （タテ・ナナメ・ヨコの関係）

C スーパーバイジーのニーズや期待 （知識・情報の獲得、情緒的・評価的サポート、自

己研鑽、資格取得・継続のための必修条件）

D スーパーバイジーの経験や力量 （基礎形成期／発達期／円熟期）

E 取り上げる事例の展開段階 （開始準備・開始直後・継続中・終結後／事例なし）

F 事例へのアプローチの類似性 （依拠する理論モデル・技法の類似性）

G スーパーバイザーの機能 （ティチャー・カウンセラー・コンサルタント）

H スーパービジョンの発達 （初期・中期・後期）
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はっきりと区別できるわけではないが、ス
ーパービジョンにおいては、受容的で共感
的なサポートを要求される場合と、これで
よかったのか、改善点はなかったかという
評価を求められる場合がある。

また、自己研鑚のために、特に担当事例
で苦戦しているわけではないが、「自分で
気づいていない落とし穴があるかもしれな
い」と、担当している事例をもとにスーパ
ービジョンを求める場合もあれば、資格取
得やその継続のための必修や義務として、
「この時点までにスーパービジョンを受け
ていなければならないから」と、一通のス
ーパービジョン証明書を受け取ることを主
な目的とするスーパーバイジーがいること
も確かである。このようなスーパーバイジ
ーのニーズや期待を、初期の段階ではっき
り把握していなければ、スーパーバイジー
のニーズや期待に合わないようなスーパー
ビジョンを提供してしまう危険性があるこ
とになる。

さらに、スーパーバイジーの経験や力量
が、絶えずスーパービジョンを規定する。
基礎形成期、まだ経験が浅いとか、大学院
生で初めてケースを担当したという場合と、
この領域で何年かの活動をしている発達
期・発展期、さらに経験を積み重ねて、相
当な力量を持っているが、ベテランでも気
づかない落とし穴に陥る危険性のある円熟
期など、スーパーバイジーの経験や力量を
意識した上でかかわっていかなければなら
ないことがある。

一方、スーパービジョンにおいては、ス
ーパーバイジーの担当事例に基づく「事例
検討」が取り入れられることが多いが、扱
われた事例の時期によって、スーパービ
ジョンのあり方が異なってくる。初回面接、
インテークが終わってこれから実際のケー
スを担当することになった頃、大学院生の
実習の一環としてスーパービジョンを求め

られた場合など、事例の準備段階や、開始
直後の時期には、見立てがあいまいで、見
通しも十分に立っていないことがあるため、
この時期に行われるスーパービジョンはそ
れなりに配慮が必要になろう。また、現在
継続中の事例が取り上げられる場合は、ス
ーパービジョンがその後の展開に大きく影
響するので、慎重に配慮しなければならな
い。あるいは、スーパーバイジーがこれま
での対応を振り返ることを目的に、既に終
結した事例を出す場合には、スーパービジ
ョンの中でどのように配慮し、スーパーバ
イジーの成長に結びつけるかなど、事例の
準備段階、開始直後、継続中の事例、終結
後の事例など、どの時期の事例やセッショ
ンを取り上げるかによって、スーパービジ
ョンのあり方は変わってくるであろう。

極めて例外的ではあるが、大学院生の実
習などでは、実際の担当事例がないことも
ある。本来はスーパービジョンとは言えな
いが、これまでにボランティア活動で、さ
まざまな子どもたちとかかわった経験があ
れば、その中から、何か気になっているこ
とや自分なりに気づいていることのエピソ
ードを資料として、これからカウンセラー
としてクライエントにかかわるための気づ
きを得てもらうなど、後のスーパービジョ
ンに向けての準備をすることもある。

この他、事例へのアプローチの類似性も
問われる。ある学派の特定のスーパービジ
ョンであれば、その学派のアプローチが明
確になっているので、類似性は問わなく
ても差し支えないであろう。しかしなが
ら、たとえばキャリア・カウンセリングで
は、アセスメント・ツールを用いるかどう
かということでも議論が分かれ、能力、適
性、興味・関心を、アセスメント・ツール
を使って具体的な自己理解に結びつけた方
がよいか、あるいは面接によって自己への
気づきを深める方がよいか、アセスメント・
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ツールを使うことが有効かどうか、それが
クライエントに役立つかどうかなどの判
断が担当者の経験や志向性によって異なる。
仮にスーパーバイザーがアセスメント・ツ
ールを使って自己理解を図った方が効果的
だと考えても、それに対して抵抗があると
か、アセスメントに習熟していないスーパ
ーバイジーであれば、このような考え方を
強調することはかえって混乱を招くことに
なる。これは一例に過ぎないが、学派、依
拠する理論や技法と関係させて、カウンセ
リングのスタイルに類似性があるかどうか
を判断しておかなければならないのである。

最後に、スーパーバイザーの機能として、
３つの役割を明確にしてみた。既に述べた
ように、スーパービジョンは心理的・教育
的なサポートであり、具体的に情報を提供
したり、知識を伝えたりすることが相当に
必要なことがある。特にスーパーバイジー
のキャリアが基礎形成期の頃は、スーパー
ビジョンの受け方から具体的に指導しなけ
ればならず、スーパービジョンの際に提出
する資料のまとめ方や報告の仕方にも、事
細かに指示をしなければならないというこ
とがある。その意味でも、ティーチング機
能を担うスーパーバイザーの役割は重要で
ある。また、かなり経験のあるカウンセラ
ーであっても、行き詰まるとか、担当事例
で苦戦することがある。スーパーバイジー
によっては、それを独力で乗り越えてくこ

ともあろうが、スーパーバイザーがスーパ
ーバイジーの語りをじっくりと聴きながら
受け止めていくというカウンセリング機能
が、スーパーバイジーのサポートにつなが
ることがある。コンサルタント機能という
のは、お互いの専門性を生かした形で、対
等な関係で話し合いをしていくイメージで
あり、そのような話し合いがスーパーバ
イジーの成長につながるということである。
教えるという役割、カウンセラーのような
役割、お互いの専門性を生かしたコンサル
タントとしての役割を、バランスを取りな
がら機能させていくことが必要なのではな
いかと思われる。

このような要因を絡み合わせて考えると、
スーパービジョンには発達あるいは展開の
プロセスがあり、スーパーバイザーはそれ
を意識しておかねばならない。スーパービ
ジョンの段階を便宜的に初期、中期、後期
と分けてみると、初期段階のスーパービジ
ョンではスーパービジョン関係の形成が最
も考慮されねばならないであろうし、スー
パービジョンを複数回重ねた場合には、ス
ーパービジョン関係の発達に加えて、スー
パーバイジーの成長や、スーパーバイザー
の機能の変化があり、中期にはそれなりに
配慮しなければならない。また、後期には、
スーパービジョン関係の終結を考慮してい
くことが必要であろう。

表２ スーパーバイザーに求められる能力の例

１ スーパーバイジーに関するアセスメント

２ スーパービジョン関係の発達への対応 （形成・維持・終結／再形成）

３ ティーチング・カウンセリング・コンサルテーション （バランスよく機能させるこ

と）

４ セルフ・モニタリング （スーパーバイザーの自己点検・自己評価）

５ スーパービジョン研究 （スーパービジョンに関する事例研究を中心に）

第11号.indb   82 2015/03/19   13:55:50



追手門学院大学 地域支援心理研究センター紀要 第11号 2014

83－ －

３）スーパーバイザーに求められる能力
スーパーバイザーに求められる能力につ

いては、表２にまとめた。
まず、スーパーバイザーに求められる最

も重要な能力の一つは、スーパーバイジー
に関するアセスメント能力である。スーパ
ーバイジーのこれまでの経験や力量、ニー
ズや期待などスーパーバイジーに関するさ
まざまな情報を得てスーパーバイジーをよ
く理解しておかなければ、生産的なスーパ
ービジョン関係を形成することは困難であ
る。

また、スーパービジョン関係を発達させ
る能力に加えて、その関係の発達に基づい
た対応がスーパーバイザーには求められる
が、スーパービジョン関係の形成期、維持
期、終結期で異なってくる。進行中の担当
事例を活用したスーパービジョンが終結し、
一定の時間が経過した後に、スーパービジ
ョンを再度求められた場合に、スーパービ
ジョン関係の再形成への配慮が必要となる。

さらに、スーパーバイザーにはティーチ
ング、カウンセリング、コンサルテーショ
ンという３つの機能をバランスよく機能さ
せることが求められる。そして、セルフ・
モニタリングによって、スーパービジョン
の中で何が起きているかを振り返る視点が
不可欠であり、スーパーバイザーにも自己
点検や自己評価の能力が要求される。

最後に、筆者自身の反省も含めて、日本
において欠如しているのがスーパービジョ
ン研究である。カウンセリングの有効性に
関するリサーチの必要性はさまざまに議論
されてきているが、それと同様に、どのよ
うなスーパービジョン・モデルが有効か、
どのような配慮や工夫をすれば効果的なス
ーパービジョンになるか、どのようなモデ
ルが活用しやすいかなどの視点から、「汎
用性のあるスーパービジョン・モデル」に
ついての検証が積み上げられていく必要が

ある。

６　日本産業カウンセリング学会における
スーパーバイザーの養成・訓練

ところで、日本産業カウンセリング学会
がスーパーバイザーの養成・訓練に取り組
んだ背景について、平木（2012）は次のよ
うに述べている。「産業カウンセリング学
会におけるスーパーヴィジョンとスーパー
ヴァイザー訓練は、働く人々を対象とした
心理支援の現場のニーズから生まれた。職
場におけるカウンセリング・心理支援は，
精神保健からキャリア開発までの広範な仕
事を一貫してカヴァーする必要があること、
一方、支援の現場では訓練背景にも実力に
も格差がある多様な支援者（産業カウンセ
ラー，キャリア・コンサルタント、臨床心
理士、保健師、産業医、ソーシャルワーカー、
人事担当者など）がその仕事に関わってお
り、産業領域における心理支援者の独自性
が問題になったのである。とりわけ近年の
うつ・自殺者増など職場のメンタルヘルス
を中心としたEAP （Employee Assistance 
Program）による心理支援では、スーパー
ヴィジョンやコンサルテーションを必要と
する複雑なケースが多発しており、組織
独自の特徴とニーズを把握して個人と職場
を支援することができる心理専門職の必要
性が高まっている。一方、上記の援助職の
資格の多様性からも分かるように現場のニ
ーズに対応できる心理職とスーパーヴァイ
ザーの数は少ない。そのため現場では、緊
急時の対応のため、訓練・実力ともに十分
とは言えないカウンセラーやコンサルタン
トが、年長であるとか、職場経験が長いと
いう理由でスーパーヴァイザー役を引き受
けざるを得なくなっている。このような現
状に鑑み、日本産業カウンセリング学会は、
スーパーヴァイザーの養成・訓練に踏み
切ったのである」（平木，2012；引用文中の 
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SV，SVorは、スーパーヴィジョン、スーパ
ーヴァイザーとカタカナ表記した）。　

また、スーパーヴァイザーの訓練課程に
ついて、平木（2012）は「産業カウンセリ
ング学会のスーパーヴァイザー訓練は、異
なる養成課程と資格と実務経験をもつ学会
員を対象とした卒後訓練ということになる。
そこで産業カウンセリング学会では、欧米
の大学院と学会のスーパーヴァイザー訓練
プログラムの２年にわたる検討を経て、訓
練課程を２部構成で開始した。第１部は『ス
ーパーヴァイザー養成講座』であり、主と
して多様な背景を持つ心理職の専門知識の
標準化を図るための理論と最新の研究成果
の確認作業とスーパーヴィジョンの理論学
習と実習から成り立っている。第２部は、
『スーパーヴィジョンのスーパーヴィジョ
ン』、つまりスーパーヴィジョンの実務訓
練であり、一定期間、訓練生が行った実際
のスーパーヴジョンのスーパーヴィジョン
を行い、その指導・評価の結果を認定につ
なぐのである」（平木，2012 ；SV，SVorはカ
タカナ表記とした）と述べる。

また、スーパーヴァイザーのスーパーヴ
ァイザー（スーパーヴァイザー・トレーナ
ー；「メンター」と呼ぶ）の資格と訓練に
関しては、日本産業カウンセリング学会
は、次の方法をとってスーパーヴァイザー・
トレーナー（メンター）の訓練を行ってき
た。すなわち、「学会はスーパーヴァイザ
ー訓練に関心を持ち、そのカリキュラム作
成と訓練に関わる意思がある会員を、まず
理事の中から募集した。応募した理事は、
以後２年間、夏冬の合宿を含む延べ30日に
わたるスーパーヴァイザー養成・訓練に関
する調査研究と相互学習を行い、スーパー
ヴァイザー養成プログラムの作成とスーパ
ーヴィジョンのスーパーヴィジョンの実習
訓練を行った。これらのスタッフは、 2009
年に開始した「養成講座」の応募者の書類

審査，面接審査に関わり、また，全員が実
施したすべてのプログラムに講義および実
習訓練の担当者として、あるいはオブザー
バーとして参加し、さらにその都度、指導
のふり返りを行った。つまり、スーパーヴ
ァイザー養成講座と同時進行でもスーパー
ヴァイザー訓練者の訓練を行ったのである。
メンバーのほとんどは、『スーパーヴィジ
ョンのスーパーヴィジョン』のメンターと
して引き続き訓練・指導に関わり、同時に
『スーパーヴィジョンのスーパーヴィジョ
ン』の相互学習会も継続している」（平木，
2012； SV，SVor はカタカナ表記とした）。

日本産業カウンセリング学会の取組の中
では、このような相互啓発、相互学習の時
間（「メンター学習会」と呼んでいる）を
設けることで、 スーパーバイザー・トレー
ナー（メンター）の養成を進めてきたが、
筆者は「スーパーバイザー養成講座」を修
了したスーパーバイザー訓練生が自らのス
ーパービジョン・セッションを資料として
提示し、メンターから指導・援助を受ける
という「スーパーヴィジョンのスーパーヴ
ィジョン」を担当する中で、さまざまな学
びや気づきを得ている。平木（2012）が述
べるように、産業カウンセリング学会のス
ーパーバイザー養成・訓練が最も真剣に取
り組んだことは、異なった学派や養成機関
での訓練を受け、多様な背景をもつ専門家
が、一定基準のスーパービジョンを行うた
めに「学派や自己の好みを越えて、汎用性
のあるスーパービジョンの要素を共有しよ
うとした」ことであるが、相互啓発、相互
刺激によって、「学派によるスーパーヴィ
ジョンではないスーパーヴィジョンを目指
すからこそできる相互交流と相互学習のチ
ャンスを活用すること」（平木，2012）によ
って、計り知れない恩恵を受けていること
を実感している。

メンタルヘルスとキャリア形成を扱う産
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業カウンセリングの領域は大きく変化して
いる。すでに確立されたカウンセリングや
心理療法の学派や領域では、一定のスーパ
ービジョンのシステムがあるが、活動領域
が広範で多様な産業カウンセリングの中で
は、さらに効果的なスーパービジョンのあ
り方が模索されていくことになろう。

註１）本稿では、スーパービジョン・スー
パーバイザー・スーパーバイジーという
表記を基本にしたが、引用については出
典の記述のままとした。そのため、スー
パーヴィジョン・スーパーヴァイザー・
スーパーヴァイジーという表記が混在し
ていることをお断りしたい。

註２）本稿の「スーパービジョン」に関す
る論考は、2008年に立正大学で開催され
た日本産業カウンセリング学会第13回大
会における大会企画シンポジウムⅡ「ス
ーパービジョンによる専門性の向上」－
講演・司会：平木典子（スーパービジ
ョン委員会委員長・東京福祉大学大学
院）シンポジスト：小澤康司（立正大
学）、繁田千恵（帝京平成大学大学院臨
床心理センター、三川俊樹（追手門学院
大学）－における発表（スーパービジョ
ンの機能とその発達）とその記録（三川，
2010）を基に、大幅に加筆修正を加えた
ものである。

註３）日本産業カウンセリング学会は、
2007年から資格認定を視野に入れたス
ーパーバイザーの養成の検討を開始し、
2009年に養成・訓練を開始した後に、ス
ーパービジョンのスーパービジョン（ス
ーパーバイザーの訓練生に対する継続的
指導・評価）とその担当者（メンターと
称する）の相互学習会を継続して実施し
ている。筆者は、スーパーバイザーの養
成プログラムの作成の段階からその作業
に加えていただき、養成講座および養成
講座の修了生に対する訓練に関与させて
いただきながら、さまざまな学びや気づ
きを得ることができた。これまで長年に
わたってご指導いただいた平木典子先生
をはじめ、メンターとしてスーパーバイ
ザー訓練生のスーパービジョンを担当さ
れている皆様、そして養成講座を修了し
た後、スーパーバイザー訓練生として筆
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者のスーパービジョンのスーパービジョ
ンを継続的に受けて下さった方々、日本
産業カウンセリング学会のスーパーバイ
ザー資格認定を受けられた方々に、心か
ら感謝申し上げます。
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